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【内容要旨】（1,200 字以内） 

 
【目的】血圧変動性と心血管イベントおよび高血圧性臓器障害との関連が多数

報告される中、血圧変動性と cerebral small vessel disease (SVD)との関連につ

いては十分に検討がなされていない。我々は地域住民を対象に行った健診事業

において、ambulatory blood pressure monitoring (ABPM)における日内血圧変

動性と SVD の進行および認知機能低下について縦断研究による検討を行った。 

【方法】山形県寒河江市の 70-72 歳の地域住民 292 名を対象に、問診・診察、

血液・尿検査、糖負荷試験、ABPM、脳 MRI、頚動脈エコー、Mini-Mental State 

Examination (MMSE)を行った。初回健診から 4 年後に追跡調査を行い、すべ

てを施行した 210 名において解析を行った。2 回目の MRI で 1 箇所以上 SVD

が増加した場合を SVD 進行と定義した。また、2 回目の MMSE の点数が 1 回

目と比べて 1 点以上減少した場合を認知機能低下と定義した。日内血圧変動性

の指標は、標準偏差(SD)、weighted SD、coefficient of variation (CV)、average 

real variability (ARV)を用い、各指標を中央値で低値と高値の 2 群に分けた。 

【結果】全参加者の中でSVD進行群は非進行群と比して、収縮期weighted SD、

収縮期 ARV、拡張期 weighted SD が有意に高値であり(p <0.05)、対象を初回

MRI で何らかの SVD を認める群(SVD 群)に限定すると、さらに拡張期 CV も

有意に高値であった(p <0.05)。全参加者の中でロジスティック回帰分析におい

て、収縮期 CV、拡張期 weighted SD、拡張期 CV の高値は平均血圧を含めた交

絡因子で補正しても有意に SVD 進行と関係していた(それぞれ odds ratio (OR) 

2.01 (95% confidence interval (CI) 1.13-3.58、p <0.05)、OR 1.97 (95%CI 

1.06-3.64、p <0.05)、OR 2.01 (95%CI 1.10-3.69、p <0.05))。対象を SVD 群に

限定すると、さらに収縮期 ARV、拡張期 ARV も有意に SVD 進行と関係してい

た(それぞれ OR 2.05 (95% CI 1.04-4.03、p <0.05)、OR 2.21 (95%CI 1.07-4.53、

p <0.05))。認知機能低下群では非低下群と比べ、収縮期 ARV が有意に高値であ

り(p <0.05)、収縮期 ARV の高値はロジスティック回帰分析において平均血圧を

含めた交絡因子で補正しても認知機能低下の有意な危険因子であった(OR 2.71 

(95%CI, 1.44–5.07、p <0.01))。 

【考察】本研究は日内血圧変動性と SVD 進行および認知機能低下との関連性を

地域住民において示した初めての縦断研究である。脳内血管の動脈硬化により

脳血流 auto-regulation が障害された背景において、血圧の変動性が高度になる

と低潅流を来し SVD の進行および認知機能低下へ進展する機序が推察される。 

【結論】日内血圧変動性は SVD 進行および認知機能低下にとって独立した危険

因子であることを明らかにした。 




